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この広報誌は、共同募金会の配分を受けて作成したものです。
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→次号は令和7年7月15日発行予定です。
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舘浦藻場再生協議会

ふくしの輪

社協だより
あたたかい笑顔を地域へ

ひらど

2025.5.15vol.118

　生月町舘浦地区の藻場の減少は、 平成初頭に始まりました。

そして、 近年の急激な温暖化による海水温上昇やウニ類 ・魚

類による食害などで磯焼けは徐々に進んでいきました。

　そこで、 平成25年に漁業者や地域住民で構成した「舘浦藻

場再生協議会」を設立し藻場の保全活動を行っています。 令

和６年度は、 磯焼けの主原因と言われているウニ類（主にガ

ンガゼ）の駆除を主に舘浦地区の海士さんを中心に行いまし

た。 その他、 母藻（ホンダワラ類）の移設や食害生物（バリ ・

ヒチクレ等）の駆除も行っています。

　地道な活動により、 生月島南側（東望州）付近にはホンダワ

ラ類をはじめとする海藻が生い茂るようになりました。 しかし、

生月島南東部（黒瀬）はまだまだ磯焼けの現況があり今後重

点的に保全活動に力を入れていきたいと考えています。

次回は「岳崎四方辻クラブ」を紹介します

令和7年
5月15日発行118ひらど社協だよりvol.

■代表者名　黒田光範　■会員数　85名

■活動地区　生月町舘浦地区

■活動内容　藻場の維持・回復活動
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　交通安全帽子の贈呈

　４月９日、 市内小学校の入学式が行われ、 赤い羽

根募金の助成を受けて、 新入学児童に黄色の交通安

全帽子を贈呈しました。

　平素は、日本赤十字社の活動にご支援ご協力をいただき、誠にあり
がとうございます。
　日本赤十字社は、日本赤十字法人という法律に基づいて設置された
法人で、その活動は個人・法人・団体を問わず、赤十字の理念やその
活動に賛同してご加入いただいた「会員」の皆さまから拠出いただく
「会費」と、広く皆さまからお寄せいただいた「寄付金」、また、ボラ
ンティアの皆さまの奉仕活動によって支えられています。
　日本赤十字社は、国民保護法や災害対策基本法などに定められる指
定公共機関として事業を実施しておりますが、その中立性と独立性が
強く求められることから、国や県等からの補助金ではなく、会費や寄
付金（活動資金）をもとに活動しております。
　そこで、日本赤十字社ではお一人でも多くの皆さまに赤十字の理念
や人道的活動にご賛同いただき、広く活動資金へのご支援をお願いし
ています。
　日本赤十字社の活動資金へ、皆さまのご支援ご協力をよろしくお願
いいたします。

５月は赤十字活動推進月間です

皆様からお寄せいただいた資金は様々な活動に使われます

日本赤十字社
活動資金募集
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　平戸市社会福祉協議会「事業計画」を策定しました。 今年度も地域福祉の推進に邁進してまいります。

 基 本 方 針

重 点 目 標

 基 本 方 針

令和7年度　事 業 計 画令和7年度　事 業 計 画

重 点 目 標

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

地域住民のニーズの把握を行い、 個別課題や地域課題の解決を図ります。

総合相談事業では地域住民のあらゆる相談に対応していきます。

本会職員の資格取得の促進や職能団体が実施する研修への参加により職能の向上を図ります。

ホームページやSNS等を活用し、 情報提供を迅速に行っていきます。

ふれあい ・ いきいきサロンの支援や介護予防ボランティア活動の推進を行います。

「ひとり親家庭」等の世帯に対し、 他団体と連携し、 「つなぐバンク」による寄贈食材 ・ 学用品

等の配布を行います。

平戸市受託「基幹相談支援センター」の充実を図ります。

法人による成年後見受任や成年後見制度、 日常生活自立支援事業の利用促進のため平戸市

社協成年後見センターを運営します。

クレームへの迅速な対応、 介護事故防止としてリスクマネジメントを行います。

本会の「使命」「経営理念」の下、 地域共生社会の実現を目指します。

１． 地域福祉の推進（平戸市地域福祉計画の推進、 住民参加と地域協働のまちづくり）

２． 法令遵守（コンプライアンス）による適正な事業運営

３． 専門性の向上と資格取得の推進

４． 地域課題に対する社会資源の開発

５． 相談機能の充実及び他相談機関等との連携強化

６． 介護保険事業 ・ 障がい者福祉サービス事業の推進と充実

７． 関係機関 ・ 団体等との連携による地域福祉事業の推進

助成事業（助成金の交付）
対象事業

　①ボランティア活動 ・ 福祉教育の推進を図る事業

　②高齢者 ・ 障がい（児）者 ・ 児童福祉の推進を図る事業

　③その他特に必要と認められる事業

対象団体 ： 平戸市内で活動する、 上記の事業を行う団体

助成金額 ： 対象経費の９０％以内で、 1事業あたり３０万円を限度

寄贈事業（物品の寄贈）
対象団体

平戸市内で活動する５人以上で構成され、 営利を目的としない団体　

（例）自治会、 福祉団体、 ボランティア団体など　

　　　※自治会への寄贈はベンチのみ対象とする

寄贈物品 ： 福祉の推進に必要と認められる物品（ベンチ、 レクリエーション用品）など

　　　　　※1件につきベンチは2脚以内、 物品は100,000円以内

目的 ： 住民による「福祉のまちづくり」を支援し地域福祉活動の推進を図ること

募集受付期間 ： 令和7年5月１日～ 5月末日まで

目的 ： 住民による「福祉のまちづくり」を支援し地域福祉活動の推進を図ること

募集受付期間 ： 令和7年5月１日～ 5月末日まで

住民一人ひとりが主役のまちづくりをめざして！

「地域福祉活動助成事業・寄贈事業」（前期分）のご案内

住民一人ひとりが主役のまちづくりをめざして！

「地域福祉活動助成事業・寄贈事業」（前期分）のご案内

応募方法 : 5月末日までに、 所定の申請書等を本会までご提出ください。 申請書等は上記

ＱＲコードを読み取るか、 本会ホームページからダウンロードできます。 その他ご

不明の点がありましたら、 本会本所 ・ 各支所までお問い合わせください。

保育証書授与式

へき地保育所だよりへき地保育所だより

度島町へき地保育所

卒園児 ： 2名

入園児 ： 4名

　３月12日（水）、第20回保育証書授与式が行われました。

立派に成長した園児たちは、保育証書を受け取り、将

来の夢を語りました。ご両親への感謝の気持ちもお手

紙で伝えることができました。小学生になっても、保

育所で学んだことを思い出し、勉強や運動など学校生

活を楽しんでください。

入所式

　４月11日（金）、入所式が行われました。はじめは不

安そうな表情をしていた入園児たちも、在園児たちの

優しい言葉かけに笑顔が見えました。これからも、園

児たちの成長を地域の方とともに暖かく見守ってまい

ります。

区　　　　　分 予 算 額

会 費 収 入

寄 附 金 収 入

経 常 経 費 補 助 金 収 入

受 託 金 収 入

貸 付 事 業 収 入

事 業 収 入

負 担 金 収 入

介 護 保 険 事 業 収 入

障害福祉サービス等事業収入

そ の 他 の 事 業 収 入

受 取 利 息 配 当 金 収 入

そ の 他 の 収 入

基 金 積 立 資 産 取 崩 収 入

積 立 資 産 取 崩 収 入

事 業 区 分 間 繰 入 金 収 入

拠 点 区 分 間 繰 入 金 収 入

サービス区分間繰入金収入

前 期 未 支 払 資 金 残 高

4,060

4,160

82,192

86,533

1,000

15,027

3,261

302,386

19,946

4,466

493

1,127

10,102

731

3,174

25,511

2,871

7,748

収入合計　574,788（千円）

区　　　　　分 予 算 額

人 件 費 支 出

事 業 費 支 出

事 務 費 支 出

利 用 者 負 担 軽 減 額

貸 付 事 業 支 出

共 同 募 金 配 分 金 事 業 費

助 成 金 支 出

負 担 金 支 出

そ の 他 の 支 出

固 定 資 産 取 得 支 出

ファイナンス ・ リース債務の返済支出

基 金 積 立 資 産 支 出

積 立 資 産 支 出

事 業 区 分 間 繰 入 金 支 出

拠 点 区 分 間 繰 入 金 支 出

サービス区分間繰入金支出

そ の 他 の 活 動 に よ る 支 出

予 備 費

400,630

47,625

52,882

22

1,400

7,561

5,540

30

5

7,750

645

5,634

5,414

3,174

25,511

2,871

1,517

6,577

支出合計　574,788（千円）

令 和 7 年 度  資 金 収 支 予 算

事業計画並びに収支予算はホームページにて公開いたしております。 http://www.sha-kyo.net/
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　平戸市社会福祉協議会「事業計画」を策定しました。 今年度も地域福祉の推進に邁進してまいります。
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地域住民のニーズの把握を行い、 個別課題や地域課題の解決を図ります。

総合相談事業では地域住民のあらゆる相談に対応していきます。

本会職員の資格取得の促進や職能団体が実施する研修への参加により職能の向上を図ります。

ホームページやSNS等を活用し、 情報提供を迅速に行っていきます。

ふれあい ・ いきいきサロンの支援や介護予防ボランティア活動の推進を行います。

「ひとり親家庭」等の世帯に対し、 他団体と連携し、 「つなぐバンク」による寄贈食材 ・ 学用品

等の配布を行います。

平戸市受託「基幹相談支援センター」の充実を図ります。

法人による成年後見受任や成年後見制度、 日常生活自立支援事業の利用促進のため平戸市

社協成年後見センターを運営します。

クレームへの迅速な対応、 介護事故防止としてリスクマネジメントを行います。

本会の「使命」「経営理念」の下、 地域共生社会の実現を目指します。

１． 地域福祉の推進（平戸市地域福祉計画の推進、 住民参加と地域協働のまちづくり）

２． 法令遵守（コンプライアンス）による適正な事業運営

３． 専門性の向上と資格取得の推進

４． 地域課題に対する社会資源の開発

５． 相談機能の充実及び他相談機関等との連携強化

６． 介護保険事業 ・ 障がい者福祉サービス事業の推進と充実

７． 関係機関 ・ 団体等との連携による地域福祉事業の推進

助成事業（助成金の交付）
対象事業

　①ボランティア活動 ・ 福祉教育の推進を図る事業

　②高齢者 ・ 障がい（児）者 ・ 児童福祉の推進を図る事業

　③その他特に必要と認められる事業

対象団体 ： 平戸市内で活動する、 上記の事業を行う団体

助成金額 ： 対象経費の９０％以内で、 1事業あたり３０万円を限度

寄贈事業（物品の寄贈）
対象団体

平戸市内で活動する５人以上で構成され、 営利を目的としない団体　

（例）自治会、 福祉団体、 ボランティア団体など　

　　　※自治会への寄贈はベンチのみ対象とする

寄贈物品 ： 福祉の推進に必要と認められる物品（ベンチ、 レクリエーション用品）など

　　　　　※1件につきベンチは2脚以内、 物品は100,000円以内

目的 ： 住民による「福祉のまちづくり」を支援し地域福祉活動の推進を図ること
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度島町へき地保育所
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区　　　　　分 予 算 額
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そ の 他 の 事 業 収 入

受 取 利 息 配 当 金 収 入

そ の 他 の 収 入

基 金 積 立 資 産 取 崩 収 入

積 立 資 産 取 崩 収 入

事 業 区 分 間 繰 入 金 収 入

拠 点 区 分 間 繰 入 金 収 入

サービス区分間繰入金収入

前 期 未 支 払 資 金 残 高

4,060

4,160

82,192

86,533

1,000

15,027

3,261

302,386

19,946

4,466

493

1,127

10,102

731

3,174

25,511

2,871

7,748

収入合計　574,788（千円）

区　　　　　分 予 算 額
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貸 付 事 業 支 出
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負 担 金 支 出
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そ の 他 の 活 動 に よ る 支 出

予 備 費

400,630

47,625

52,882

22

1,400

7,561

5,540

30

5

7,750

645

5,634

5,414

3,174

25,511

2,871

1,517

6,577

支出合計　574,788（千円）

令 和 7 年 度  資 金 収 支 予 算

事業計画並びに収支予算はホームページにて公開いたしております。 http://www.sha-kyo.net/
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 令和７年３月15日（土）生月町中央公民館において、

舘浦漁業協同組合の協力のもと、インドネシアの方

と未就学児から高校生までの総勢54名が参加して交

流会を行いました。インドネシアについての勉強を

した後に４チームに分かれ、優勝賞品を目指しゲー

ムを行い、あっという間に子どもたちとインドネシ

アの方は仲良しになっていま

した。

―この事業は赤い羽根共同募金

の配分より実施しています―

 松田信哉司法書士法人平戸事務所様に

は、平成26年６月から実施している、「平

戸小学校通学時の交差点での見守り立哨

活動」の際に、見守り活動を行う職員の

車の駐車スペースを無償で提供していた

だいており、活動が円滑に行われていま

す。地域の安全に貢献するための温かい

ご支援に、心より感謝申し上げます。あ

りがとうございます。

～生月でみんなが楽しく暮らしていくために～

「生月★こども講座」開催

ペットボトルキャップ寄贈ペットボトルキャップ寄贈
～ボランティア活動でポイントが貯まる～

介護支援ボランティア講習会のご案内（通所型・訪問型共通）
日時：令和７年５月２６日（月）13：30 ～ 15：30

場所：生月町中央公民館3階調理室

内容：～地域の高齢者を健康に～「腸内環境を整える簡単おかず」（調理実習）

      　講師：長崎国際大学健康管理学部健康栄養学科  准教授  松尾 嘉代子 氏

申込：電話もしくはＱＲコードからの申込

問い合わせ ℡0950-53-2615（平戸市社会福祉協議会生月支所）

定員：25名

※定員になり次第、締切しますが、新規の方を優先させていただく場合がございま

すので、ご了承ください。

地域で高齢者を支えよう地域で高齢者を支えよう

平戸市ファミリー・サポート・センター 会員様募集中 !!

対象
生後６ヶ月～小学校６年生のお子さん
　 ※病児・病後児の預かりはできません。

利用方法
①事前にセンターへの登録
②提供会員（まかせて会員）と顔合わせ
③支援開始

入会方法
■依頼会員（おねがい会員）
　入会申込書は社協に用意しておりますので
　ご記入ください。
■提供会員（まかせて会員）
　預かる為の講習を受講していただき、登録を行っていただきます。

✿申込・問い合わせ✿
　社会福祉法人平戸市社会福祉協議会

　　（平戸市ファミリー・サポート・センター）

　〒859-5121

　平戸市岩の上町１４６６番地（平戸市未来創造館手前）

　℡：２２－２１８０　Fax：２２－３１７５

詳しくはコチラをご覧下さい

ホームページ http://www.sha-kyo.net/fs/

小鳩こども園　16.9㎏小鳩こども園　16.9㎏根獅子小学校　65.6㎏根獅子小学校　65.6㎏

津吉保育所　35.5㎏津吉保育所　35.5㎏中部中学校　57.7㎏中部中学校　57.7㎏

大島中学校　64.8㎏大島中学校　64.8㎏

～見守り活動ご協力への御礼～

令 和 ６ 年 度  社 協 特 別 会 員 紹 介
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→次号は令和7年7月15日発行予定です。
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舘浦藻場再生協議会

ふくしの輪

社協だより
あたたかい笑顔を地域へ

ひらど

2025.5.15vol.118

　生月町舘浦地区の藻場の減少は、 平成初頭に始まりました。

そして、 近年の急激な温暖化による海水温上昇やウニ類 ・魚

類による食害などで磯焼けは徐々に進んでいきました。

　そこで、 平成25年に漁業者や地域住民で構成した「舘浦藻

場再生協議会」を設立し藻場の保全活動を行っています。 令

和６年度は、 磯焼けの主原因と言われているウニ類（主にガ

ンガゼ）の駆除を主に舘浦地区の海士さんを中心に行いまし

た。 その他、 母藻（ホンダワラ類）の移設や食害生物（バリ ・

ヒチクレ等）の駆除も行っています。

　地道な活動により、 生月島南側（東望州）付近にはホンダワ

ラ類をはじめとする海藻が生い茂るようになりました。 しかし、

生月島南東部（黒瀬）はまだまだ磯焼けの現況があり今後重

点的に保全活動に力を入れていきたいと考えています。

次回は「岳崎四方辻クラブ」を紹介します

令和7年
5月15日発行118ひらど社協だよりvol.

■代表者名　黒田光範　■会員数　85名

■活動地区　生月町舘浦地区

■活動内容　藻場の維持・回復活動
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　交通安全帽子の贈呈

　４月９日、 市内小学校の入学式が行われ、 赤い羽

根募金の助成を受けて、 新入学児童に黄色の交通安

全帽子を贈呈しました。

　平素は、日本赤十字社の活動にご支援ご協力をいただき、誠にあり
がとうございます。
　日本赤十字社は、日本赤十字法人という法律に基づいて設置された
法人で、その活動は個人・法人・団体を問わず、赤十字の理念やその
活動に賛同してご加入いただいた「会員」の皆さまから拠出いただく
「会費」と、広く皆さまからお寄せいただいた「寄付金」、また、ボラ
ンティアの皆さまの奉仕活動によって支えられています。
　日本赤十字社は、国民保護法や災害対策基本法などに定められる指
定公共機関として事業を実施しておりますが、その中立性と独立性が
強く求められることから、国や県等からの補助金ではなく、会費や寄
付金（活動資金）をもとに活動しております。
　そこで、日本赤十字社ではお一人でも多くの皆さまに赤十字の理念
や人道的活動にご賛同いただき、広く活動資金へのご支援をお願いし
ています。
　日本赤十字社の活動資金へ、皆さまのご支援ご協力をよろしくお願
いいたします。

５月は赤十字活動推進月間です

皆様からお寄せいただいた資金は様々な活動に使われます

日本赤十字社
活動資金募集
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